
会計 款 項 目
多額
経費

一般 5 1 1

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 154 190 237 人
ⅱ 2,986 2,603 3051 人
ⅲ 126 261 0 人

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 3,580 4,056
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 3,580 4,056

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

R1から
の繰越

③上記評価の理由
新型コロナウイルス感染症の影響もあることから、今まで以上に市内の中小企業で働く従業員の福祉の向上及び就
労希望者の要望に応えられるよう、求人求職の相談・紹介をし、雇用の安定化を引き続き図っていく必要があるた
め。

①令和2年度の計画
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

無料職業紹介所に係る相談体制を充実させていく必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

4,280

2,065 パートタイム会計年度職員報酬

1,525 中退共補助金

業務取得
就職支援等セミナー参加者数 業務取得

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 4,280

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

中小企業においては、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、引き続き厳しい経営環境が続くものと予想される。
またそれに伴い、雇用環境悪化も予想され、全国の倒産件数や、失業者数についても注視する必要がある。このよ
うな状況下において、来所者数は年々増加傾向にある。さらに、高齢化社会の更なる進展や、再就職を考えている
中高年世代や子育て中の女性から就労に対する支援について要望がある。

①令和２年度の事業
の成果

若者を対象に就職相談を毎月開催し、参加者に「無料職業紹介所」を周知した。また、市広報等によ
り、中小企業退職金共済掛金補助金や永年勤続優良従業員表彰の周知を図った。なお、新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響により、就職支援等セミナーは中止となった。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

退職金共済加入者数 業務取得
わーくプラザ鎌ケ谷来所者数

①目的 市民及び事業者
意図（対象をどう
するのか）

雇用の安定化を図る。

②事務事業の概要
中小企業退職金共済掛金補助金や無料職業紹介事業及び就職支援セミナー（子
育てお母さん再就職支援セミナーを含む）等の開催により雇用の安定化を図る。

施策 活力ある工業の育成 青木　真也

①前回
の評価
で掲げ
た内容

中小企業退職金共済掛金補助金や無料職業紹介事業及
び就職支援セミナー（子育てお母さん再就職支援セミナー
を含む）等の開催により雇用の安定化を図る。
無料職業紹介所に係る相談体制を充実させていく必要が
ある。

③令和３年
度に取組む
改革・改善
内容

他市と協力の上、再就職支援セミナー
を行っていく。また、無料職業紹介所で
積極的に求人紹介を行っていき、就職
者の増加を図る。特に来所が多い高齢
者に対しては、千葉県労働局の高齢者
雇用の専門窓口の紹介を含め、就職者
の増加に繋げるための情報提供を行
う。

②①に
基づく
取組み
結果

全てのセミナーの参加を控えたため、代替措置としてオンラインによる相談や
支援を行っている施設を市広報誌・市ホームページで周知を行った。無料職業
紹介所のチラシを配架するとともに、若者を対象に就職相談を毎月開催した。
また、市広報等により、中小企業退職金共済掛金補助金の周知を図った。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 雇用安定事務に要する経費

政策 活力ある産業を育成します 商工振興課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 7 1 2

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 21,814 22,003 18,896 千円
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 22,511 19,286
国支出金（千円） 37
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 22,511 19,249

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況
現年分

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

R1から
の繰越

③上記評価の理由
「場所的支援」「人的支援」以外の支援について、補助金交付事務の中で検討し、より商工業振興団体の現状に則し
た支援を可能にする。

①令和2年度の計画
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

電気料金の上昇などにより、各商店会で保有する共同施設（街路灯）の維持管理が困難となっている。固定費の支
払い増が、商店会運営の圧迫に繋がっている。また事業承継に併せて商店会組織の世代交代が必要である。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

21,882

18,896 商工業振興補助金

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 21,882

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

全庁的に補助金の見直しが行われた昭和６３年に、商工会等の活性化及び育成のために当該補助金が創設された。ここ数年は、大型店やネット通販の台頭による売上の減少及び事
業主の高齢化により、店舗の廃業などが相次いでおり、既存の商店会は厳しい立場に置かれており、令和２年度末で３団体（ドリームカード会、大仏南通り商店会、第一踏切商店会）が
補助対象外となってしまった。このような中、市域には駅が多くあり、結果として市民の行動の選択肢も多く、非常時にも歩いていける場所に商店があることが商店会のメリットと言える。
商店会は地域で守るということを改めてPRすることが必要である。また、平成３１年３月に実施した総合基本計画の基礎調査によれば、地域が買物客を引きつける力を表す指数は0.68
であり、1を下回っていることから、他の地域へ買物客が流出している状況である。

①令和２年度の事業
の成果

商工会及び商店会の活性化・育成を図るために補助金の支出を行った。例年、実施していた産業フェスティバルは、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり中止となってしまったため、商工会サマーセールと称し、ウォークラリー
形式の販促活動を実施している。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

補助金交付額 業務取得

①目的
商工会、商店会連合会、市内１２商工業
振興団体

意図（対象をどう
するのか）

補助金の交付を通じて商店会等の振興を図る。

②事務事業の概要
市内に存在する企業の大半を占める中小企業や経済活動を行う団体に対して、補助金の交付やイベントの共同事
業などで支援を行う。

施策 魅力ある商業の育成 青木　真也

①前回
の評価
で掲げ
た内容

○東武鎌ケ谷駅西口商店会が街路灯を３年計画でＬＥＤ化する予定であり、街
路灯を保有していて撤去する予定の無い２団体に対してＬＥＤ化を働きかけて
いく。
○新型コロナウイルス感染症の拡大により、各団体のイベントについては自粛
が推奨される中、団体の運営に負担が生じないよう、時節をわきまえつつ柔軟
な対応を行う。

③令和３年
度に取組む
改革・改善
内容

新型コロナウイルス感染症の影響
は大きく、商店会もニューノーマル
の対応が急務となっている。地元で
の消費が見直されている昨今、近
隣住民が安心して消費活動ができ
るような取り組みに対しては柔軟な
対応を行う。

②①に
基づく
取組み
結果

新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、多くのイベン
トは中止となってしまった。このような中、東武鎌ヶ谷駅西
口商店会及び鎌ヶ谷大仏商店会は、保有する商店会街路
灯のＬＥＤ化に着手した。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 商工業振興に要する経費

政策 活力ある産業を育成します 商工振興課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 7 1 2

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 10 17 19 千万円
ⅱ 796 675 824 万円
ⅲ 36 千万円

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 96,752 465,616
国支出金（千円） 356,230
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 96,752 109,386

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

R1から
の繰越

③上記評価の理由
中小企業の経営状況は未だ改善されず、引き続き中小企業支援を行う必要がある
ため。

①令和2年度の計画
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、外出自粛や消費の停滞が起こり、中小
企業の経営状況が悪化している。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

5,649 中小企業融資金信用保証料補給金

361,600 経営支援給付金 105,001

8,241 中小企業資金融資貸付金利子補給金

90,000 中小企業資金融資預託金

業務取得
経営支援給付金 業務取得

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 105,001

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

新型コロナウイルス感染症収束の兆しが見えず、外出自粛や消費の停滞から中小企業の
経営状況は未だ厳しい状態が続いている。事業者の要望に幅広く対応するため、国県の施
策についても注視しながら、適切に情報を発信する必要がある。

①令和２年度の事業
の成果

国、県の融資制度が整備される中、市の制度融資利用者に対しても利子補給率の
拡充や信用保証料の補給を行うことで借入しやすい環境を整えた。また、経営支援
給付金を1,826事業者に給付した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

資金融資額 業務取得
利子補給金

①目的 市内の中小企業者
意図（対象をどう
するのか）

資金融資を通じ、中小企業の経営
の安定及び振興を図る。

②事務事業の概要
中小企業に対する資金融資や融資の利子に対する利子補給など、中小企業支援
を行う。

施策 活力ある工業の育成 青木　真也

①前回
の評価
で掲げ
た内容

中小企業がより資金調達をしやすくするた
め、時限的に利子補給金の拡充や信用保
証料の補給を検討する。 ③令和３年

度に取組む
改革・改善
内容

中小企業が資金調達をしやすくする
ため、利子補給金の拡充を行い、信
用保証料の補給を検討する。②①に

基づく
取組み
結果

利子補給規則を改正し、利子補給率を加算したほ
か、信用保証料の補給金交付要綱を制定し、信用保
証料の補給を行った。また、売上が落ち込んだ事業
者に対し、１事業者あたり２０万円の経営支援給付金
を給付した。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 中小企業資金融資等に要する経費

政策 活力ある産業を育成します 商工振興課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 7 1 2 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 5,039 2,958 2,462 件
ⅱ 1 1 1 回
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 2,485 3,372
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 2,485 3,372

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 5,087
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 完了
現年分 3,372

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績
プロジェクトマネージャーを配
置し活用した。

8,851 5,087 3,372

R1から
の繰越

③上記評価の理由
企業誘致は地域経済の活性化及び市の財政基盤の強化に繋がることから、引き続きプロ
ジェクトマネージャーを積極的に活用し、本事業を継続していく必要があるため。

①令和2年度の計画
プロジェクトマネージャーの配置
等

令和2年度事業費の状況（単位；千円）
計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

企業の市内への進出意欲を高め、その後押しとなるよう、マッチングシステムを活用し、用地を確保する必要がある。また、インフラ整備や用途変更など、
企業誘致のためには、ハード面とソフト面の両輪の施策で取り組んでいく必要がある。また、千葉県とは企業誘致に係る情報提供に加え、千葉県で運用
している「千葉県の工業系用地」の活用を踏まえ、生産緑地の解除に伴う民間の土地を含む土地の掘り起こしが必要となる。

②評価
ⅲ公平性 2普通

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 2普通

5,025

2,491 パートタイム会計年度任用職員報酬

330 企業誘致ホームページサーバー使用料

業務取得

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 5,025

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

今後も地域経済の活性化、雇用機会の創出、税収の増加等に繋がる新たな企業の立地が求められる。なお、事業
者については、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、オンライン環境を整備し、リモートワークを行う
等、現況に適応したビジネスモデルへの転換が求められている。

①令和２年度の事業
の成果

企業・不動産会社・金融機関訪問の実施、企業誘致推進協議会の書面開催、企業
誘致推進チームに係る担当者情報共有会議の実施、近隣市の視察

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

ホームページアクセス件数 業務取得
企業誘致推進協議会開催数

①目的 市内外の企業及び市民
意図（対象をどう
するのか）

市内への企業立地の促進及び市民
の雇用の場の創出

②事務事業の概要
企業誘致基本計画、企業誘致促進条例及び施行規則に基づき、プロジェクトマネージャー
を活用した企業・地権者訪問などを実施するとともに、企業立地奨励金等を活用し、企業誘
致の促進を図る。

施策 活力ある工業の育成 青木　真也

①前回
の評価
で掲げ
た内容

不動産会社との連携に加え、金融機関と
の連携も強化していく。 ③令和３年

度に取組む
改革・改善
内容

担当者情報共有会議による庁内連
携強化に加え、金融機関との更なる
連携強化を行っていく。②①に

基づく
取組み
結果

企業１社、不動産会社１６社、金融機関７３
行を訪問し、市の企業誘致支援制度をＰＲ
する等、連携強化の取り組みを行った。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 企業誘致基本計画推進事業

政策 活力ある産業を育成します 商工振興課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 7 1 2 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 5 1 3 件
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 1,000 2,539
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 1,000 2,539

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 3,000
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 完了
現年分 2,539

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績 補助金を支出した。
5,000 3,000 2,539

R1から
の繰越

③上記評価の理由
商店街の空き店舗を活用し、集客に役立つ施設及び店舗の開店など、賑わいの創
出を図っていく必要があるため。

①令和2年度の計画 補助金
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

依然として、市内には多くの空き店舗があり、空き店舗の解消に向け取り組んでい
くほか、本事業が賑わいの創出に繋がっているか検証する必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

3,000

2,539 空き店舗活用補助

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 3,000

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

市内商店会については、売上減少や後継者問題等により店舗の閉店が増加し、シャッター
街化している商店会が少なくない。出店にあたっての相談があった場合、適切に相談に乗
れるよう地域課題を把握する必要がある。

①令和２年度の事業
の成果

３件の補助金交付決定をした。また、当該補助金で創業した店舗が、観光タウンミーティ
ング事業において協力店となり、鎌ヶ谷高校と共同でレシピ開発を行い商品化を実現してい
る。補助金で創業した店舗が地域貢献を果たすという形で地域に活性化に繋がっている。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

補助金交付件数 業務取得

①目的 市内に出店しようとする者
意図（対象をどう
するのか）

店舗数の増加による地域の活性化

②事務事業の概要
賑わいの創出を図るため、商店会の空き店舗を活用し、出店する人に対し、店舗改
装費等の総額2分の1（上限100万円）を補助する。

施策 魅力ある商業の育成 青木　真也

①前回
の評価
で掲げ
た内容

申請期間を拡大し、本補助金の活用増に
繋げる。 ③令和３年

度に取組む
改革・改善
内容

前年度と同様に、本補助金の活用
増を計る。また、地域で活動する事
業実施主体との連携を検討し、地域
の賑わいの創出を目指す。

②①に
基づく
取組み
結果

申請期間を拡大したことで、前年度と比較
して件数が増加した。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 空き店舗活用事業

政策 活力ある産業を育成します 商工振興課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 7 1 2 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 142 82 124 人数
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 3,200 3,200
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 3,200 3,200

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 3,200
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 完了
現年分 3,200

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績 セミナー開催等

3,200 3,200 3,200

R1から
の繰越

③上記評価の理由 創業機運の醸成事業は、創業者の裾野を広げるものであり、将来的には地域活性化に繋がるため。

①令和2年度の計画 セミナー開催等
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

今後は創業希望者の掘り起しに加えて、創業機運の醸成（若年層に対するアプローチ）が必要である。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

3,200

3,200 創業支援事業企画運営委託

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 3,200

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

本市では、創業支援を推進すべく、平成２７年度に「創業支援事業計画」を国に提出し、認定されたところである。平
成２８年度から創業支援セミナーを開催しているが、受講者は創業までにある程度の期間を要するため、継続的な
支援が必要である。また、国としても、若年層を対象とした起業家教育の推奨など、創業機運醸成事業に注力してい
る。

①令和２年度の事業
の成果

創業支援セミナー（基礎コース２回、実践コース５回、テーマ特化コース３回）及び個別相談会を開催した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

創業支援セミナー参加者数

①目的 市内で創業しようとする全ての者
意図（対象をどう
するのか）

創業する人が増え、既存の企業が新サービスを展
開することにより、地域の活性化を図る。

②事務事業の概要 民間事業者に業務委託し、創業支援セミナーを開催する。

施策 活力ある工業の育成 青木　真也

①前回
の評価
で掲げ
た内容

令和元年度創業支援セミナーでの改善点をプロポーザル
の仕様書に盛り込み、令和２年度についても受託事業者の
選定をプロポーザル方式により決定する。プロポーザルで
決定した受託事業者と協議のうえ、創業支援セミナーを開
催する。

③令和３年
度に取組む
改革・改善
内容

令和２年度創業支援セミナーでの改
善点をプロポーザルの仕様書に盛
り込み、令和３年度についても受託
事業者の選定をプロポーザル方式
により決定する。プロポーザルで決
定した受託事業者と協議のうえ、創
業支援セミナーを開催する。

②①に
基づく
取組み
結果

創業支援セミナー受託事業者の選定はプロポーザルにより
決定。創業支援セミナー（基礎コース２回、実践コース５回、
テーマ特化コース３回）を開催し、創業希望者が延べ人数
で１２４名が参加した。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 創業支援事業

政策 活力ある産業を育成します 商工振興課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 7 1 2 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 3982 4499 5000 千円
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 4,506 5,007
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 4,506 5,007

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 5,014
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 完了
現年分 5,007

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績 報償費・補助金
5,014 5,014 5,007

R1から
の繰越

③上記評価の理由 効果的に事業の周知を図る必要があることから、実績報告会の実施等、事業所同士の繋がる機会を提供する。

①令和2年度の計画 報償費・補助金
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

平成２４年度から当該事業は実施しており、平成２７年度からは申請要件の緩和を図っているものの、未だに当該事
業を知らない市内事業者は多い。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

4,514

7 審査会委員報償
5,000 補助金

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 4,514

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

当該補助金制度は、平成２４年度より地域課題をビジネスの手法によって解決することや、新しい発想をもって新商品や新サービス
を展開することを目的として実施している。このような中、平成２７年度からは、事業を開始していない個人だけでなく、既存の事業所
も対象として、条件緩和による制度の拡充を図っている。補助金のPRをするにあたり、地域課題を、しっかりと把握し、PRする必要
がある。

①令和２年度の事業
の成果

市内で事業を展開する個人及び法人１６件からの申請があり（１件は取下げ）、その内、事業が適格と認定された５
件が事業を行った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

補助金交付額 業務取得

①目的

事業を新たに市内で開始する個人、新
サービス・新製品・新技術の開発や提供
を市内で開始する個人事業主、法人及
びその団体

意図（対象をどう
するのか）

創業する人が増え、既存の企業が新サービスなど
を展開することにより、地域の活性化をはかる。

②事務事業の概要
コミュニティビジネス事業やベンチャービジネス事業を行う対象者に補助金を交付し、新たに起業する人や市内の事
業所のチャレンジを応援する。

施策 活力ある工業の育成 青木　真也

①前回
の評価
で掲げ
た内容

新型コロナウイルス感染症の拡大により
実績報告会等の開催ができなくなったこと
から、過去の申請者宛てに直接通知を行
い申請件数の増加に繋げる。

③令和３年
度に取組む
改革・改善
内容

未だ新型コロナウイルス感染症の
影響により、実績報告会の開催は
難しい状況にあるため、創業支援セ
ミナー参加者や補助金活用者宛て
に直接ＰＲを行う。また、創業して１
年未満の個人法人等を補助対象者
に含め、申請しやすい環境を整え
る。

②①に
基づく
取組み
結果

過去の申請者宛てに直接通知を行い関係
者にＰＲをしてもらうことで、申請件数が過
去最高の１６件（１件取下げ）まで増加し
た。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 コミュニティビジネス事業・ベンチャービジネス事業

政策 活力ある産業を育成します 商工振興課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 7 1 3

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 765 663 670 件
ⅱ 850 329 8 人
ⅲ

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 5,846 6,271
国支出金（千円）
県支出金（千円） 704 836
市債その他（千円）
一般財源（千円） 5,142 5,435

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
R1⇒R2繰越

補正
流用・充当

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績

0 0

R1から
の繰越

③上記評価の理由
商品や購入方法の多様化、消費者問題の複雑化に対応するため、現在の状況を精査し、事業内容を検討していく
必要があるため。

①令和2年度の計画
令和2年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

商品や購入方法の多様化に加え、手口等が巧妙化しているため、消費者の被害防止と、啓発に力を入
れる必要がある。また、コロナ禍に便乗した手口の詐欺や在宅時間が増えたことによる子ども課金被害
など、コロナ禍での対応が必要である。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 2普通

5,725

5,265 パートタイム会計年度任用職員報酬

22 研修等負担金 896

業務取得

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 6,621

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

商品や購入方法の多様化に加え、生活スタイルに大きな違いが出てきたことで、問題が複雑・巧妙化してきている。
特に新型コロナウイルス感染症に関連した詐欺等に注意するよう市民に向けた注意喚起を行う必要がある。

①令和２年度の事業
の成果

消費生活センターへは年間670件の相談があり、事業所とのトラブルについては、あっせんによるトラブ
ルの解決に導いた。また、高齢者を対象に消費生活講座を1回開催し（8名の参加）、高齢者を狙った詐
欺などに係る情報提供を行い、参加者自身の体験から気づきを共有することができた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

消費生活相談件数 業務取得
くらしの講座参加人数

①目的 市民・市内事業者
意図（対象をどう
するのか）

消費生活という言葉を知ってもらう

②事務事業の概要
悪質商法やインターネット等の被害を防止・救済するとともに、消費者教育を通じ
て、消費者の権利と利益の保護、生活の安定と向上を図る。

施策 安心できる消費生活の推進 青木　真也

①前回
の評価
で掲げ
た内容

「消費生活」という言葉の認知度を上げるため、講座・啓発
チラシの作成などを、引き続き実施する。また、周知の場を
広げることで、消費者トラブルが身近であることや相談場所
があることを広くPRする。

③令和３年
度に取組む
改革・改善
内容

「消費生活」という言葉の認知度向
上のため、引き続き講座・啓発チラ
シの作成を行い、消費者トラブルが
身近であることや相談場所があるこ
とを広くPRする。

②①に
基づく
取組み
結果

啓発のための講座を1回開催し、8名の参加があった。新型コロナウイルス感染
症の影響により講座等を実施する機会は少なかったが、啓発チラシの作成の
他、外部媒体での記事掲載や、市広報誌では年4回のコラムに加えて、消費生
活センターの役割を周知する特別記事の掲載を行った。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 消費者対策に要する経費

政策 活力ある産業を育成します 商工振興課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 7 1 4 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成30
年度

令和元
年度

令和2
年度 単位

ⅰ 270 200 - 作品
ⅱ 2 2 - 回
ⅲ 4 団体

③事務事業のコスト 令和元年度決算 令和2年度決算
事業費（千円） 4,669 137
国支出金（千円） 2,088
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 2,581 137

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 2普通
ⅱ有効性 2普通

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 4,969
R1⇒R2繰越

補正 -4,793

流用・充当

③達成状況 未完了
現年分 137

④未完了・非着手の理由
新型コロナウイルス感染症に
より 令和3年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績
観光タウンミーティングの実
施

5,018 176 137

R1から
の繰越

③上記評価の理由 「観光振興に要する経費（経常経費）」に統合したため。

①令和2年度の計画
北海道・沖縄観光イベント、インバウンド
施策、観光タウンミーティング等

令和2年度事業費の状況（単位；千円）
計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

新型コロナウイルス感染症の影響により、これまでのようなイベントによるＰＲが実
施できない状況にある。

②評価
ⅲ公平性 2普通

ⅴ総合評価 1終了
ⅳ効率性 2普通

65 観光タウンミーティング報償

業務取得
連携団体数 業務取得

令和2年度決算（事業費）の主な内訳 令和3年度予算
金額（千円） 内容 0

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

新型コロナウイルス感染症の影響により、しばらくの間移動を伴うものが制限される状況が続くことが予想され、身
の回りの日常生活に、より重きが置かれ状況が続くと考える。そのため、これまでの日常を充実させることにより、ま
ちの魅力に直結するということを意識しつつ、令和３年度以降の観光施策に取り組む必要がある。

①令和２年度の事業
の成果

観光タウンミーティングにて高校生が考案したテイクアウトメニューが実際に市内の
飲食店で販売され、地域経済の活性化を後押しした。また、６か所の報道機関から
本取組について取材を受け、地域の活動を広くＰＲすることができた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

高校生フォトコンテスト応募作品数 業務取得
北海道、沖縄県での観光イベント実施回数

①目的 市民及び市内事業者
意図（対象をどう
するのか）

事業を通して市民・市内事業者の郷
土愛を育てる。

②事務事業の概要 鎌ケ谷市観光ビジョンに沿った観光振興策により、まちの活性化を図る。

施策 魅力ある商業の育成 青木　真也

①前回
の評価
で掲げ
た内容

新型コロナウイルス感染症により、落ち込
んだ観光産業や、市民の観光意識が回復
できるよう「立ち直る力」を支援する仕組み
づくりや、きっかけを提供する。 ③令和３年

度に取組む
改革・改善
内容

令和３年度は「観光振興に要する経
費」に統合。なお次期観光ビジョン
策定を見据え、鎌ケ谷らしい観光に
ついての検討を開始する。

②①に
基づく
取組み
結果

観光タウンミーティングを実施し、鎌ヶ谷高校
料理研究部と市内飲食店によるテイクアウトメ
ニューの共同開発・販売を行うことで、落ち込
んだ地域経済の活性化や観光意識の醸成を
図った。

令和３年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 観光ビジョン推進事業

政策 活力ある産業を育成します 商工振興課


